
令和５年度評価以降の評価書案について
●　項目別の状況

第２　県民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

１　県立病院が担うべき医療等の提供

(1)地域医療の提供 ア　地域医療

中期目標

中期計画 年度計画 業務実績／法人自己評価 県評価

評価区分 評価区分

ア　地域医療

各病院は、地域の医療需要

に応じた診療体制を整備す

るとともに、診療機能の充

実を図る。

阿南病院及び木曽病院は、

関係機関等と連携し在宅医

療を提供する中で、地域包

括ケアシステムの中核とし

ての役割を果たす。

信州医療センターは、産科

医療体制の充実に努めると

ともに、院内助産体制の整

備について検討し、木曽病

院は、産科医療体制を維持

する。

各病院は、地域の医療需要を見極め、持続可能な医療を提供すること。特に、下伊那南部地域を主な診療圏としている阿南病院と、木曽地域唯一の有床医療機関である木曽病院は、

地域を医療で支える使命を担うべく、高齢者などが住み慣れた自宅や地域で暮らし続けられるよう、在宅介護と連携した在宅医療（訪問診療・看護・リハビリ・薬剤指導など）を提

供することで、地域包括ケアシステムの中核としての役割を果たすこと。

また、身近な医療圏で安心して出産ができる体制を維持するとともに、院内助産の推進について検討すること。

【表１　在宅医療件数（訪問診療・訪問看護・訪問リハ）　単位：件】

病院名 ４年度実績 年度計画 対年度計画 ４年度実績 対３年度実績

信州医療センター 7,864 8,265 -401 8,276 -412

こころの医療センター駒ヶ根 2,282 2,057 225 1,796 486

阿南病院 3,632 4,005 -373 4,035 -403

木曽病院 4,618 5,850 -1,232 5,840 -1,222

こども病院 51 60 -9 44 7

【表２　時間外救急患者数及び手術件数　単位：件】

時間外救急患者（件） 手術（件）

病院名 ４年度実績 ３年度実績 対３年度実績 ４年度実績 ３年度実績 対３年度実績

信州医療センター 7,739 5,747 1,992 1,697 1,600 97

こころの医療センター駒ヶ根 169 226 -57

阿南病院 1,254 1,019 235 88 86 2

木曽病院 3,398 3,284 114 457 686 -229

こども病院 3,462 3,447 15 1,750 1,667 83

第３期見込評価においては、４年間

の実績を表にする

今後、第３回評価委員会で承認が得

られれば、令和５年度＋第３期見込

評価以降はこの資料にしたい

※指標は資料３－２のように、一覧

で再掲する予定

資料３－１
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中期計画 年度計画 業務実績／法人自己評価 県評価

評価区分 評価区分

Ａ Ａ

【信州】・地域の救急病院として、引き続き

救急医療の提供を行った。

・訪問看護では、在宅看取りの減少、療養者

の状態悪化による入院が重なり利用者が減少

した。在宅看取りの依頼の減少で訪問診療が

減少した。

・年々出生数が減少している中でも分娩件数

は大きな減少なく、対前年度比98.8％であっ

た。

【駒ヶ根】・時間外救急患者件数は減少した

が、措置入院件数は前年度並みだった。

・4月から、訪問看護のニーズにより対応する

ため、訪問看護師の夜勤免除を開始した結

果、件数が増加した。

【阿南】・地域医療総合支援センターを中心

に、訪問診療、看護、リハビリ、服薬指導等

を実施し、在宅医療の充実を図った。

【木曽】・急性期医療を担う木曽医療圏唯一

の病院として、救急医療を提供した。

・在宅療養支援病院として、医師による24時

間往診と訪問看護、緊急時の入院受入体制を

確保・維持している。

・レディースルームの開設により、分娩件数

は増加した。

【表３】 分娩件数　単位：件 産後ケア実施状況（人数）

病院名 ４年度実績 年度計画 対年度計画 ４年度実績 対３年度実績 ４年度実績 ３年度実績 対３年度実績

信州医療センター 253 250 3 256 -3 6 36 -30

木曽病院 78 80 -2 75 3

こども病院 312 300 12 293 19

【総評】

○各病院は、感染症対応を

含め政策医療や高度・専門

医療を提供し、その使命と

役割を果たすとともに、地

域の医療機関との連携を進

めるなど、年度計画を達成

している。

○地域医療の提供において

は、実績報告書別冊に設定

した約40項目の指標のうち、

７割が昨年度実績を上回っ

ている。前年度比で２割以

上減少したのは２項目のみ

であり、高く評価できる。

○こころの医療センター

駒ヶ根の多様な依存症への

取組み、こども病院の高度

検査機器を活用した遺伝子

検査の実施等、専門性の向

上につながる取組が行われ

た。

○阿南病院では、無医地区

に対する先進的な取組とし

てオンライン診療を実施し、

地域の医療提供体制の整備

に大きく貢献した。各病院

では、ＡＩ問診サポートの

活用やオンライン面会、画

像診断センター開設等の取

組が行われ、作業の効率化

や利便性の向上につながる
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中期計画 年度計画 業務実績／法人自己評価 県評価

評価区分 評価区分

【こども】・24時間の救急担当医配置などの

救急医療体制をとる中で、救急患者の受入

や、ドクターカー及びコンパクトドクター

カー260件の出動を行い、長野県の小児高度救

急医療及び地域小児救急の後方支援機能を果

たした。

・手術件数は前年度を上回り、特に小児外

科、脳神経外科、血液腫瘍科の手術の増加が

顕著であった。

・地域で訪問診療が必要な医療ケア児に対す

るサービスを提供、拡張する。

・分娩件数は計画数及び前年度数を上回っ

た。

・産後の母親のメンタルヘルスを向上させる

「須坂モデル」を基盤に地域との連携を強化

し、産後ケア事業を拡充（信州）

・新型コロナウイルス感染症による面会制限

と入院時のCOVID検査を理由に、産後ケアの利

用を希望しない褥婦が多く、宿泊型、デイ

サービス型ともに件数が大幅に減少した。

・産婦人科常勤医師の確保、院内助産体制の

整備、助産師の活用に努め、地域の分娩を担

う施設として産科医療体制を維持（同上）

・院内保育所を活用した妊婦健診時の子供の

一時預かりの実施（同上）

・関係各所の合意、運用の方法など準備をし

てきたが、コロナ感染状況を鑑み実施を延期

している状況である。

・常勤医師の確保等による診療体制の充実

（阿南）

・休日リハ・小児リハ等の安定的提供に向け

た体制の整備（同上）

・患者サポートセンターを移転改築し、機能

の拡充を図り関係機関との連携を強化（木

曽）

・地域医療支援病院として地域の医療機関と

の連携を推進（こども）

・機器更新の為、７月から12月14日までリニ

アックの稼働を停止し、機器更新期間中の検

査が出来ず、実施者数の減少となった。

【表６　放射治療紹介人数（こども病院）】

内容 ４年度実績 ３年度実績 対３年度実績

放射線治療紹介人数(人) 33 86 -53

放射線治療算定件数(件) 788 1,882 -1,094

リニアック稼働額(千円) 10,996 26,745 -15,749

組が行われ、作業の効率化

や利便性の向上につながる

取組が実施された。

【今後取り組むべき事項】

○へき地医療を一部オンラ

イン診療で補完する取組と

患者への安心感を与える対

面診療とのバランスをとり

ながら、無医地区における

医療提供体制の新たな手法

を確立されたい。
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